
                 
 

三 

酒
々
井
町
の
縄
文
遺
跡 

 

縄
文
遺
跡
の
分
布 

 

酒
々
井
町
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
わ
か
っ
て
い
る
も
の
で
四
三
か
所
を
数
え
る
が
、
い
ず
れ
も
台
地
上
に
あ 

り
、
低
地
遺
跡
や
貝
塚
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
成
田
空
港
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
工
業
団
地
な
ど
の
開
発
に
よ 



                    



                    



り
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
近
隣
の
市
町
村
と
比
べ
る
と
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺 

跡
は
少
な
く
、
東
関
東
自
動
車
道
の
た
め
に
墨
古
沢
遺
跡
、
中
央
第
住
宅
地
造
成
の
た
め 

に
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
酒
々
井
朝
日
神
社
裏
遺
跡
な
ど
が
、
そ
の
折
調
査
さ
れ
な
か
っ 

た
の
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。 

 

遺
跡
を
高
崎
川
流
域
、
成
田
市
台
方
か
ら
印
旛
沼
に
そ
そ
ぐ
江
川
流
域
、
印
旛
沼
に
直 

接
面
し
た
地
域
に
分
け
る
と
、
２
―
２
表
・
２
―
３
表
の
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
数
は
高
崎 

川
・
江
川
に
面
し
た
地
域
と
、
印
旛
沼
に
面
し
た
地
域
と
を
く
ら
べ
る
と
、
高
崎
川
・
江 

川
流
域
地
域
よ
り
も
、
印
旛
沼
に
直
接
面
し
た
地
域
の
方
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
台
地
と 

           
 



低
地
の
比
高
差
が
印
旛
沼
に
面
し
た
地
域
の
方
が
大
き
く
、
水
を
求
め
る
の
に
都
合
の
よ
い
比
高
差
の
少
な
い
所
を
好
ん
で
住
ん
だ
の
か

も
知
れ
な
い
。 

 

早
期
の
遺
跡 

 
 

草
創
期
の
土
器
は
酒
々
井
町
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
出
土
地
不
明
な
が
ら
大
型
尖
頭
器
が
採
集
さ
れ
て
い 

る
。 

 

早
期
前
半
の
遺
跡
は
、
本
佐
倉
猿
楽
場
・
墨
総
合
公
園
・
墨
新
山
な
ど
で
撚
糸
文
を
施
し
た
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
猿
楽
場
遺
跡

は
国
道
二
九
六
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事
で
発
掘
調
査
さ
れ
、
早
期
初
頭
の
井
草
式
土
器
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
住
居
跡
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
焼
け
土
と
と
も
に
子
母
口
式
土
器
も
同
じ
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
、
ま
た
土
偶
と
思
わ
れ
る
逆
五
角
形
に
近
い
形
を
し
た
、
高
さ
三
・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
製
品
と
、
石
斧
、
削
器
と
思
わ
れ
る
石
器
も
出
土
し
て
い
る
。 

 

早
期
末
に
は
海
進
に
よ
り
印
旛
沼
に
も
海
水
が
入
り
込
み
、
後
期
前
半
ま
で
海
の
時
代
が
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る
、
沼
周
辺
に
は
鹹
水

産
の
ハ
イ
ガ
イ
や
ハ
マ
グ
リ
を
主
と
し
た
茅
山
期
の
貝
塚
が
九
か
所
も
形
成
さ
れ
、
貝
塚
以
外
の
遺
跡
数
も
増
加
し
て
い
る
。
酒
々
井
町

で
も
伊
篠
台
畑
、
上
岩
橋
小
山
作
、
尾
上
出
戸
・
広
畑
、
酒
々
井
町
朝
日
神
社
裏
な
ど
の
印
旛
沼
に
面
し
た
地
域
や
、
馬
橋
鷲
尾
余
・
鷲

田
、
飯
積
台
上
、
墨
新
山
、
本
佐
倉
北
押
出
し
な
ど
の
高
崎
川
流
域
で
茅
山
式
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
酒
々
井
朝
日
神
社
裏

遺
跡
は
中
央
台
団
地
造
成
の
た
め
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
土
器
の
散
布
が
多
く
、
切
り
通
し
の
断
面
に
焼
土
が
何
か
所
も

み
ら
れ
、
炉
穴
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

伊
篠
台
畑
遺
跡
は
京
成
宗
吾
参
道
駅
南
の
台
地
で
、
早
期
の
茅
山
式
土
器
と
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
土
器
の
大
散
布
地
で
あ
る
が
、

早
期
の
土
器
は
台
地
の
西
側
崖
際
の
チ
ビ
ッ
コ
天
国
入
り
口
付
近
で
発
見
さ
れ
、
中
期
以
後
の
土
器
は
台
地
中
央
部
か
ら
東
側
に
濃
く
散

布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
早
期
の
人
達
は
印
旛
沼
に
面
し
た
所
で
生
活
し
、
中
期
以
後
の
集
落
の
人
達
は
江
川
の
谷
を
利
用
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 

馬
橋
鷲
尾
余
遺
跡
は
、
東
京
電
力
の
送
電
線
鉄
塔
建
設
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
茅
山
期
の
炉
穴
が
出
土
し
た
。
出
土
地
点
は

変
電
所
か
ら
県
道
を
こ
え
た
西
側
の
段
丘
上
で
、
炉
穴
は
不
整
形
な
長
円
形
を
呈
し
、
長
径
二
・
一
メ
ー
ト
ル
、
短
径
一
・
一
メ
ー
ト
ル



で
東
西
方
向
を
む
き
、
西
側
に
燃
焼
部
、
東
側
に
焚
口
部
が
あ
り
、
焚
口
は
壁
が
傾
斜
し
て
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
ら
れ
、
底
面

は
平
ら
で
中
か
ら
鉢
形
時
が
検
出
さ
れ
た
。 

 

前
期
の
遺
跡 

 

前
期
の
遺
跡
は
印
旛
沼
に
面
し
た
地
域
で
は
、
上
岩
橋
天
神
原
・
不
動
・
小
山
作
・
七
曲
・
尾
上
出
戸
・
平
台
な
ど 

が
あ
り
、
江
川
流
域
で
は
伊
篠
石
堂
、
上
岩
橋
下
小
山
作
、
高
崎
川
流
域
で
は
飯
積
台
上
、
墨
新
山
、
馬
橋
鷲
尾
余

な
ど
が
あ
る
。 

 

上
岩
橋
七
曲
遺
跡
は
大
室
台
小
学
校
東
側
の
台
地
で
、
前
期
関
山
式
土
器
の
散
布
地
で
あ
る
が
、
数
年
前
畑
を
耕
作
中
、
黒
土
の
落
ち

込
み
が
あ
り
、
さ
ら
に
深
く
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
ハ
イ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
ハ
マ
グ
リ
、
ア
カ
ニ
シ
な
ど
の
貝
と
土
器
が
検
出
さ
れ
た
。 

今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
住
居
跡
や
貝
塚
が
発
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 

早
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
遺
跡
は
、
東
酒
々
井
団
地
が
造
成
さ
れ
た
中
川
の
流
れ
る
印
旛
沼
に
面
し
た
台
地
上
に
多
く
分
布
す
る
が
、

印
旛
沼
へ
の
海
水
の
流
入
と
関
連
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

中
期
か
ら
晩
期
の
遺
跡 

 

中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
遺
跡
は
、
田
ｋ
崎
側
の
南
側
と
、
江
川
の
流
域
に
大
き
な
集
落
が
つ
く
ら
れ 

た
。
早
期
・
前
期
の
遺
跡
は
散
布
す
る
土
器
の
量
は
少
な
い
が
、
中
期
以
後
の
遺
跡
は
面
積
が
広
く
、
土

器
の
量
も
多
く
て
、
石
斧
や
磨
石
、
石
鏃
な
ど
も
地
表
で
採
集
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
集
落
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
伊
篠
台
畑
、
墨
古
沢
、
飯
積
藤
株
な
ど
は
、
広
い
台
地
全
体
に
多
量
の
土
器
の
散
布
が
見
ら
れ
る
大
集
落
の
遺
跡
で
あ
る
。 

 

早
期
か
ら
続
く
伊
篠
台
畑
遺
跡
は
、
西
側
は
印
旛
沼
を
の
ぞ
み
、
低
地
と
台
地
の
比
高
差
は
二
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。
東
側
は
江
川

の
谷
で
、
低
地
と
の
比
高
差
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
あ
る
。
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
で
具
体
的
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
が
、
台

地
中
央
部
か
ら
東
側
に
か
け
て
は
中
期
後
半
か
ら
後
期
の
土
器
が
多
く
、
地
点
を
買
え
て
晩
期
の
土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
江
川
の
谷

に
そ
っ
て
伊
篠
石
堂
・
大
日
・
野
田
、
伊
篠
新
田
、
今
倉
新
田
、
上
岩
橋
下
小
山
作
の
遺
跡
が
あ
る
が
、
土
器
の
散
布
は
台
畑
遺
跡
ほ
ど

多
く
な
く
、
台
畑
遺
跡
を
主
集
落
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
台
畑
遺
跡
か
ら
長
さ
一
〇
・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
一
七
五
グ
ラ
ム
の
翡
翠
（
硬
玉
）
製
の
大
珠
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
翡
翠
は
新
潟
県
糸
魚
川
地
方
か
ら
運 



ば
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
大
珠
は
全
国
で
も
あ
ま
り
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ 

の
よ
う
な
大
珠
を
持
ち
え
た
特
殊
な
人
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
（
口
絵
写
真
参
照
）
。 

 

白
幡
遺
跡
は
、
伊
篠
字
野
田
の
江
川
に
よ
っ
て
つ
く
れ
た
支
谷
の
奥
に
あ
る
が
、
成
田
空 

港
二
期
工
事
の
代
替
地
と
な
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
く
わ
し
い
報
告
小
は
出
さ
れ
て
い 

な
い
が
、
標
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
東
側
に
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
す
る
台
地
上
に
あ
り
、
堀 

ノ
内
期
の
住
居
跡
が
一
九
、
埋
甕
施
設
七
、
土
壌
一
〇
が
検
出
さ
れ
た
。
住
居
跡
は
凡
て
平 

面
が
径
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
形
で
、
柱
穴
は
壁
柱
の
よ
う
に
壁
に
そ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い 

る
が
、
前
期
の
壁
柱
穴
と
違
い
深
く
し
っ
か
り
と
掘
ら
れ
、
炉
は
中
央
に
床
を
掘
り
く
ぼ
め 

て
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
住
居
跡
は
台
地
の
南
縁
に
そ
っ
て
配
置
さ
れ
、
中
央
部
は
空
白
の
広 

場
に
な
っ
て
い
て
北
側
に
三
軒
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
二
軒
は
入
り
口
の
施 

設
を
も
っ
た
住
居
跡
で
、
付
近
か
ら
土
偶
や
石
剣
が
出
土
し
、
甕
を
埋
め
た
施
設
が
六
基
も 

検
出
さ
れ
、
祭
祀
に
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
る
。 

 

墨
古
沢
遺
跡
は
高
崎
川
の
南
に
位
置
し
、
東
関
東
自
動
車
道
酒
々
井
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア 

付
近
一
帯
に
広
が
る
大
き
い
遺
跡
で
あ
る
が
自
動
車
道
建
設
時
に
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
の
が 

悔
や
ま
れ
る
。
新
山
遺
跡
、
古
沢
南
遺
跡
と
同
じ
台
地
上
に
あ
り
、
中
期
の
土
器
の
散
布
は 

古
沢
地
区
の
道
祖
神
付
近
に
濃
厚
で
、
と
く
に
石
斧
や
磨
石
が
多
く
発
見
さ
れ
た
。
後
期
の 

土
器
が
東
側
の
谷
を
こ
し
た
古
沢
北
遺
跡
に
多
く
散
布
す
る
の
は
後
期
に
か
け
て
集
落
の
移 

動
が
行
わ
れ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。 

 

飯
積
藤
株
遺
跡
は
高
崎
川
の
南
、
古
沢
遺
跡
よ
り
二
つ
の
支
谷
を
こ
え
た
上
流
に
あ
る
。 

隣
接
の
宮
田
台
・
台
畑
と
広
汎
な
地
域
に
わ
た
っ
て
中
期
の
厚
手
の
土
器
が
多
量
に
散
布
し
、 



と
く
に
藤
株
地
区
の
畑
で
は
濃
厚
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
後
期 

の
土
器
は
発
見
さ
れ
ず
、
中
期
の
大
集
落
は
後
期
に
な
る
と
何 

処
か
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
強
い
て
移
動
地
を
求 

め
れ
ば
谷
を
越
し
た
富
里
町
中
沢
字
高
野
台
に
後
期
の
土
器
が 

多
く
散
布
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
遺
跡
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

晩
期
の
遺
跡
は
下
岩
橋
仁
階
・
内
太
郎
、
伊
篠
台
畑
、
上
岩 

橋
小
山
作
、
墨
古
沢
北
と
五
か
所
に
減
少
す
る
が
、
こ
れ
は
関 

東
地
方
一
帯
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。 

印
旛
沼
の
貝
塚 

 
 

印
旛
沼
は
、
早
期
末
よ
り
後
期
中
頃
ま 

で
海
の
時
代
が
続
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
印
旛
沼
に
面
し
た
地
域
で
は
、
早
期
末
茅
山
期
に
ハ
イ
ガ
イ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
海
水
さ
ん
の
貝
塚
で
形
成
さ
れ
た
純
鹹
貝
塚
が
九
か

所
も
つ
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
後
期
後
半
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
と
し
て
、
ア
サ
リ
、
オ
キ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
混
入
す
る
主
淡
貝
塚
が
つ

く
ら
れ
る
ま
で
前
期
、
中
期
の
貝
塚
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
周
辺
地
域
を
み
る
と
、
前
期
の
も
の
は
印
旛
地
区
で
は
、
長
沼
に
そ
そ
ぐ

根
木
名
川
流
域
の
成
田
市
久
米
で
鹹
水
産
の
貝
塚
が
一
か
所
発
見
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
江
戸
川
沿
い
の
奥
東
京
湾
と
呼
ば
れ
る
地
域

で
は
、
数
多
く
の
貝
塚
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
中
期
の
貝
塚
は
、
印
旛
地
区
で
は
利
根
川
に
面
し
た
栄
町
興
津
・
麻
生
、
成
田
市
北
羽
鳥
・

宝
田
な
ど
で
加
曾
利
Ｅ
期
の
純
鹹
貝
塚
が
形
成
さ
れ
、
利
根
川
下
流
地
域
の
香
取
郡
ん
で
も
多
く
の
貝
塚
が
残
さ
れ
て
い
る
。
市
川
氏
か

ら
市
原
氏
に
か
け
て
の
東
京
湾
岸
で
は
、
中
期
か
ら
後
期
に
抱
え
て
環
状
の
大
貝
塚
が
各
地
で
つ
く
ら
れ
、
日
本
一
の
貝
塚
繁
華
地
域
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
貝
塚
の
貝
は
、
貝
塚
で
生
活
し
て
い
た
人
た
ち
の
食
糧
と
い
う
よ
り
も
、
大
量
に
煮
て
干
貝
を
つ
く
り
交
易

品
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
干
貝
は
塩
分
を
多
量
に
含
み
、
内
陸
部
に
す
む
人
た
ち
の
塩
分
の
唯
一
の
補
給
源
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

後
期
後
半
に
な
り
製
塩
技
術
が
開
発
さ
れ
て
、
製
塩
遺
跡
が
出
現
す
る
と
大
貝
塚
は
形
成
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。 



 

印
旛
沼
に
面
し
た
地
域
で
、
前
期
か
ら
後
期
後
半
ま
で
貝
塚
が
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
印
旛
沼
に
貝
類
が
生
息

し
な
か
っ
た
か
、
貝
を
食
べ
な
く
て
も
食
糧
が
豊
富
に
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
東
京
湾
岸
の
大
貝
塚
か
ら
干
貝
を
何
か
と
交
換
し
て
食
べ

た
か
が
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
湾
岸
の
大
貝
塚
が
終
焉
を
告
げ
る
頃
、
印
旛
沼
周
辺
各
地
で
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
と
し
た

貝
塚
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 


